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取組事例名 世羅とくとく商品券事業 取組期間 平成２６年６月１５日～１０月３１日 

 

取組の概要 ～ 積極的な消費活動の推進の取組 

 プレミア付き地域商品券を発行し，地元消費の拡大を通じて，地元商店を活性化させ，地域活動の活

発化につなげる好循環をつくり，地域の発展に寄与する。 

取組の背景 ～ 地域経済の低迷 

 バブル崩壊後の長引く不況の中，地元企業の倒産が相次ぐとともに，リーマンショック以降の世界的

な景気の低迷により，地域経済は冷え込み，こうした状況からの脱却が喫緊の課題となっていた。 
 また，人口の減少に加え，道路網の整備に伴う近隣の大型量販店の利用拡大もあり，地元商店の中に

は閉店する店舗も見受けられた。 

取組のねらい ～ 商工業の振興 

 町民の地元商店における消費を促進し，地域経済を下支えするとともに，地域活動の活発化につなげ

る。 

取組の具体的内容 ～ 地域振興券の発行 

 １万円で１万１千円分のプレミア付き商品券（１，０００円券×１１枚綴）を２０，０００冊発行し，

６月１５日から１０月３１日までの期間中，登録された町内の商店２０３店舗での買い物を促した。 
 当該事業は，世羅町商工会との連携の下，商品券の企画・販売，取扱店（加盟店）の募集，換金等の

一連の事務作業は商工会が実施した。 
 地元金融機関も当該事業に理解を示し，商品券販売において窓口販売の協力をいただくなど，官民一

体となった事業として構築，発展してきた。 
 ・ 商品券販売額  ２億円 
 ・ 商品券回収額  ２億２，０００万円 
 ・ 町補助金    ２，１００万円 
 ・ 商工会負担額  ８０万円 
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取組を進めていく中での課題・問題点 ～ 事務作業の効率化等 

１ 商品券の発売時に，販売窓口が混雑した。 
２ 商品券の利用が一部の町民にとどまり，特に高齢者の利用が少ない状況があった。 
 
創意工夫した点 ～ 商工会との連携・強化，アイデアと実施 

１ 販売業務の円滑化 

  商品券の販売は，今年で６年８回目となり，当初，商品券の

発売時には大変混雑していたが，防災無線，ＣＡＴＶ，町広報

誌等を活用したＰＲや販売方法の工夫により，販売業務を円滑

に行えるようになった。 
２ 町民への周知 

利用が一部の町民にとどまらないよう，多くの町民に商品券

の販売を知らせるため，新聞への掲載や町広報誌への差し込み

チラシのほか，無線放送（数回）を活用して広く周知を図った。 
３ 多くの町民の利用 

多くの町民が利用できるよう，一人５セット（５万円），一世

帯３０万円までの販売とし，チラシ（購入引換券）にナンバリ

ングして確認した。 
４ 高齢者の利用 

高齢者の利用促進を図るため，商品券発売日を年金受給日の

直後とした。併せて，交通弱者対策として，発売日初日はデマ

ンド交通「せらまちタクシー」を運行させるなど，高齢者の利

便性の確保に努めた。 
 

取組の成果（効果） ～ 当該事業の認知度・期待度・活用度の高まり 

 今年で６年８回目を迎えるが，毎年，好評を博している。商品券の販売開始から完売まで，当初１回

目においては１ヶ月強の期間を要したが，本年は４日で売れ切れとなった。平日のみ運行しているデマ

ンド交通「せらまちタクシー」を高齢者・交通弱者対策として発売日の日曜日にも運行し，多くの方に

利用され，喜ばれている。 
発売後，約半月で５千万円を超える利用があるなど，商品券の取組が広く浸透しており，町外の大型

量販店を利用していた町民が，町内の小売店を利用するきっかけになっている。 
 

〔多くの町民に親しまれ，期待されている事業である。（25 年度加盟店 210 社，商品券回収率 99.8％）〕 
 
今後の展開 ～ 更なる活況を促すため取組の模索 

１ 商工事業者や町民の声を聞くとともに，今後の消費動向を注視し，事業の拡大等を検討する。 
２ 商品券の回収・換金事務が煩雑となっており，作業を軽減する方法を検討する。 

他団体へのアドバイス ～ ３つのポイント 

１ 地元商店の活性化にとどまらず，地域活動の活発化につながる好循環を構築するためには，一過性 
 ではなく，継続的な取組が不可欠である。 
２ より大きな成果を上げるためには，地元商店の幅広い参加を得るとともに，町民への取組，意義の

普及浸透が重要となる。 

 

（チラシ（購入引換券）） 
ナンバリング箇所 


